
 

 

ル

る

曜

間

し

こ

ヵ

分

ょ

と

 

サ

ま

く

タ

ぞ

て

い

 

家
庭･

地
域
の
安
全･

安
心
を
め
ざ
し
て 

 

『
第
三
回
中
町
会
防
災
の
集
い
』
に
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い 

 
 

同
時
開
催
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
も
あ
り
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

防
災
部
・
文
化
部 

今
年
の
「
中
町
会
防
災
の

集
い
」
を
左
記
の
要
領
で
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

今
回
の
防
災
訓
練
は
、
例

年
と
違
っ
て
、
厚
生
部
長
ほ

か
の
お
骨
折
り
も
あ
っ
て
、

十
七
号
通
り
沿
い
「
水
道
局

前
駐
車
場
」
の
広
い
ス
ペ
ー

ス
を
使
用
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
楽
し
い
催

し
も
併
せ
て
開
催
し
、
大
々

的
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

我
が
家
の
防
災
の
た
め
に
も
、

町
内
の
全
体
の
防
災
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
機
会

を
生
か
し
て
く
だ
さ
り
、
万

一
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。 

日
時
：
十
月
二
六
日
（
日
）

午
後
一
時
〜
二
時
半 

会
場
：
当
町
会
内
の
東
京
都

水
道
局
駐
車
場 

企
画
：
午
後
一
時
〜
二
時 

本
郷
消
防
署
に
よ
る
防

災
訓
練
及
び
防
災
機
材

を
使
っ
て
の
実
務
訓
練 

 

午
後
二
時
〜
二
時
半 

 

文
化
部
と
の
共
催
に
よ
る

《
お
楽
し
み
抽
選
会
》 

そ
の
他 

：
非
常
食
セ
ッ
ト

(

ク
ラ
ッ
カ
ー
、
缶
詰
、

ア
ル
フ
ァ
米
＝
区
防
災

課
の
提
供)

と
炊
き
出
し

等
々
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

詳
細
：
詳
し
く
は
、
追
っ
て

回
覧
、
掲
示
板
、
チ
ラ
シ

等
で
改
め
て
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。 

な
お
、役
員
会
と
し
て
も
、 

こ
れ
ま
で
当
町
会
内
に
は
公

園
や
広
場
が
全
く
な
く
、
民

家
が
密
集
し
た
裏
路
地
で
の

開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
防

災
部
長
及
び
関
係
役
員
が
苦

慮
さ
れ
て
き
た
の
で
す
が
、

こ
の
度
、
防
災
部
長
、
厚
生

部
長
が
文
京
区
防
災
課
に
相

談
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
結

果
、
西
片
の
都
水
道
局
々
長

ほ
か
水
道
局
員
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
配
慮
を
得
て
、
当
町

会
内
の
水
道
局
駐
車
場
の
使

用
を
快
諾
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
今
回
は
た
く
さ

ん
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
是
非
と
も
成
功
裡
に
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご

来
場
、
ご
参
加
を
期
待
し
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

当
日
は
か
な
り
の
人
手
が
必

要
と
さ
れ
ま
す
の
で
、特
に
、

役
員
・
班
長
の
方
々
全
員
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

     

防
犯
部
長 

石
原 

文
爾 

本
年
度
の
防
犯
部
は
、
前

任
者
・
林
雄
治
氏
を
引
き
継

い
で
中
島
正
記
氏
と
私
、
石

原
文
爾
が
担
当
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

私
事
に
わ
た
り
誠
に
恐
縮

で
す
が
、
私
は
メ
ゾ
ン
文
京

に
住
ん
で
三
〇
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、

子
供
達
は
地
域
の
学
校
に
お

世
話
に
な
り
な
が
ら
町
会
の

事
は
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
三
年
前
に
退
職
し
時
間

が
出
来
た
の
で
下
働
き
位
な

ら
と
思
い
、
町
会
活
動
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
町
会
は
地
域

の
ボ
ス
が
運
営
し
飲
み
会
専

門
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
参
加
し
て
み
る
と
多

く
の
方
が
大
変
熱
心
に
ボ
ラ

ン
テ
ア
と
い
う
よ
り
責
任
感
、

義
務
感
で
黙
々
と
活
動
さ
れ

て
お
り
私
の
不
明
を
大
変
恥

ず
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。
新

参
者
で
す
が
、
新
会
長
の
下

に
、
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
活

動
の
手
伝
い
を
す
る
つ
も
り

で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 
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気
軽
に 

１
１
０
番 

防
犯
部
の
活
動
は
歳
末
の 

夜
回
り
を
防
災
部
の
協
力
で

行
っ
て
い
ま
す(

昨
年
は
多

勢
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た)

。
幸
い
、
当
地
域
は
本
富

士
警
察
署
管
内
で
は
犯
罪
発

生
が
比
較
的
少
な
い
エ
リ
ア

で
す
が
、
長
期
不
況
の
世
情

を
反
映
し
て
昨
今
は
皆
様
か

ら
、
車
上
荒
し
、
怪
し
い
セ

ー
ル
ス
、
空
き
巣
？
（
硝
子

が
割
ら
れ
て
い
た
）、交
通
死

亡
事
故
等
々
の
声
も
聞
か
れ
、

い
つ
ど
ん
な
被
害
に
遭
わ
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
当
部

も
そ
う
し
た
状
況
へ
の
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
が
、

被
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
す

る
の
は
、
ま
ず
自
ら
守
る
こ

婦人部の活動紹介とお願い 
資源リサイクル回収時に 

お力を貸してください‼ 
 

婦人部の活動の一つに資源リサイク

への協力活動があります。清掃局によ

資源ゴミの回収とは別に、毎月第４木

日、午前８時半より約１時間ほどの時

帯で行っています。皆様が集積所に出

ていただいた物を回収車に積み込む

とがわれわれの仕事です。町内に１０

所の集積所がありますが、その、ご自

が出す集積所のみで結構ですので、ち

っと手伝ってくださる方々が欲しい

常々思っております。 
１ヵ月に一回、家の中を整理して、リ

イクルできるものは是非第４木曜日

で保管しておいてくださって、出して

ださるようお願いいたします。 
回収対象品は古新聞、ダンボール、カ

ログ、本・雑誌 古着古布です。それ

れバラバラにならぬよう紐でくくっ

出してください。どうぞよろしくお願

いたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( 婦人部ほかリサイクル運動員 )



と
に
一
層
注
意
す
る
と
と
も

に
、
防
犯
活
動
の
原
点
は
良

い
近
隣
関
係
を
つ
く
る
こ
と

に
あ
る
と
い
わ
れ
る
と
お
り
、

お
互
い
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

注
意
し
な
が
ら
も
、
お
隣
近

所
に
も
関
心
を
持
ち
、
協
力

し
助
け
合
い
、
和
や
か
に
楽

し
く
挨
拶
し
合
え
る
間
柄
を

つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
警
察

等
か
ら
も
防
犯
、
交
通
安
全

ニ
ュ
ー
ス
等
が
配
布
さ
れ
ま

す
の
で
、
目
を
通
し
て
く
だ

さ
り
、
防
犯
意
識
向
上
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
本
富
士
警
察
で
は
、

「
怖
い
、変
だ
、お
か
し
い
、 

 

怪
し
い
」、と
思
っ
た
ら
気
軽

に 

“
１
１
０
番 

”
を
し
て

く
だ
さ
い
と
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
す
。 

平
成
十
五
年
九
月
十
五
日

ま
で
の
一
年
間
に
、
次
の

方
々
が
七
〇
歳
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
恒
例
に
よ
り
、
敬
老

の
日
に
お
祝
い
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。 

お

前 

班 

生
年
月
日 

名

国
光 

隆
明
様 

第
二
班 

 

Ｓ

七
―
一
二
―
三
一 

ご
長
寿
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 

！ 

・

松
枝 

一
子
様 

 

第
二
班 

Ｓ
・
八
―
七
―
一
四 

久
保
田
万
恵
様 

 

第
七
班 

 

Ｓ
・
八
―
二
―
一
三 

坂
本 

 

稔
様 

第
十
二
班 

 

Ｓ
・
七
―
一
一
―
二
八 

土
居
晋
一
郎
様 

第
十
二
班

Ｓ
・
八
―
八
―
二
〇 

 

防
災
部
長 

今
井
健
二 

日
ご
ろ
か
ら
町
内
の
防
災 

体
制
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し 

て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま 

す
。
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し 

上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
宮
城
県
に
お
い
て 

七
月
二
六
日
の
震
度
六
強
を 

最
高
と
し
て
強
い
地
震
が
続 

い
て
発
生
し
、
大
き
な
被
害 

が
出
て
い
ま
す
。
東
京
に
お 

い
て
も
、
い
つ
直
下
型
の
地 

震
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な 

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ 

の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
わ 

が
町
会
、
ま
た
皆
様
方
の
地 

震
、
火
災
へ
の
備
え
に
も
一 

層
力
が
入
っ
て
い
る
こ
と
と 

存
じ
ま
す
。
普
段
か
ら
の
準 

備
と
心
構
え
、
家
庭
で
で
き 

る
防
災
対
策
地
震
・
火
災
時 

防
災
活
動
へ
の 

ご
理
解
・
ご
参
加
を 

の
行
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認 

し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。 

長
年
に
わ
た
る
皆
様
か
ら 

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
防
災
機
材
、
装
備
等

が
充
実
し
て
、
当
町
会
の
防

災
対
策
も
か
な
り
前
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
防
災
機
材
の
使
用
方
法
、

実
施
に
つ
き
ま
し
て
町
会
行

事
に
な
る
べ
く
使
用
し
て
、

よ
り
多
く
の
皆
様
に
も
使
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
一 

環
と
し
て
一
面
既
報
の
『
中 

町
会
防
災
の
集
い
』
と
『
文 

京
区
防
災
コ
ン

ー
ル
』
＝ 

ク

一
一
月
九
日(

日) 

午
前
九 

時
よ
り
駒
本
小
学
校
校
庭
等 

の
行
事
を
実
施
し
ま
す
の
で
、 

共
々
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す 

よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

日
本
赤
十
字
共
同
募
金 

 

十
月
中
に
実
施 

婦
人
感
謝
デ
ー(

町
内
活
動

婦
人
の
食
事
会) 

十
月

十
九
日(

日) 

十
二
時
〜 

後
楽
園
ド
ー
ム
ホ
テ
ル 

 

今 

後 

の 

行 

事 

予 

定 
(

十
月
〜
十
一
月) 

町
内
防
災
訓
練
・
文
化
部
共

催
行
事 

一
面
参
照 

ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン(

地
区

対
行
事) 

十
一
月
二
日

(

日)

教
育
の
森
ア
リ
ー
ナ 

落
語
会(

柳
家
小
は
ん
師
匠)

十
一
月
十
五
日(

土) 
 

午
後
七
時
〜 

寿
会
館 

防
災
コ
ン
ク
ー
ル 

十
一
月

九
日(

日) 

駒
本
小
学
校 

東
大
ポ
イ
ン

ラ
リ
ー
・
ク 

ト

イ
ズ
で
探
検(

地
区
対
行
事) 

十
一
月
九
日(

日) 

向
丘
ま
つ
り(

向
丘
地
区
町

会
連
合
行
事) 

十
一
月
三

十
日(

日) 

誠
之
小
学
校 

 

各
行
事
と
も
チ
ラ
シ
、
回

覧
等
で
詳
細
を
ご
案
内
し
ま

す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

金
魚
つ
り
大
会
＝
去
る
八
月

二
四
日
、
例
年
の
と
お
り
東

大
・
一
誠
寮
前
で
に
ぎ
や
か

に
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は

幸
い
晴
天
に
恵
ま
れ
盛
夏
の

な
か
二
二
名
の
お
手
伝
い
が

三
時
に
集
合
し
て
準
備
を
済

ま
し
、
四
時
三
〇
分
会
場
、

三
七
名
の
子
供
た
ち
と
そ
の

父
母
が
集
い
、
缶
タ
テ
、
バ

ル
ー
ン
、
ハ
イ
パ
ー
ホ
ッ
ケ

ホ
ー
、
金
魚
す
く
い
、
ヨ
ー

ヨ
ー
、
輪
投
げ
、
鰻
つ
か
み

等
を
楽
し
み
五
時
三
〇
分
終

了
し
ま
し
た
。
今
年
も
有
志

の
方
々
の
ご
好
意
に
よ
り
沢

山
の
参
加
賞
、
賞
品
が
用
意

さ
れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

行 

事 

報 

告 

 

な
お
、
年
々
子
供
の
参
加

人
数
が
低
下
傾
向
を
辿
っ
て

お
り
、
今
年
は
三
七
名(

昨
年

は
九
一
名)

と
極
端
に
減
り

ま
し
た
。
他
の
場
所
で
も
同

じ
よ
う
な
集
ま
り
が
開
か
れ

て
い
た
事
情
等
も
重
な
っ
た

た
め
で
す
が
、
去
る
九
月
十

三
日
開
催
の
部
長
会
で
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

来
年
の
企
画
に
あ
た
っ
て
は
、

大
人
も
共
に
楽
し
め
る
集
い

に
す
る
な
ど
全
面
的
な
見
直

し
を
し
て
い
く
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。 

五
／
十
二 

向
丘
地
区
対
策

協
議
会
費 

九
〇
〇
〇
円 

六
／ 

三 

向
丘
地
区
町
会

連
合

費 

三
〇
〇
〇
〇
円 

会

六
／ 

三 

文
京
区
町
会
連

合
会
費(

同) 

六
五
〇
〇
円 

事
務
費(

諸
負
担
金) 

支
出
状
況
報
告 

六
／ 

三 

婦
人
視
察
見
学

会  
 
 

一
〇
五
〇
〇
円 

六
／ 

四 

本
郷
防
火
協
会

費 
 
 
 

一
五
四
二
〇
円 

六
／ 

七 

本
郷
消
防
団
第

三
分
団
費 

五
〇
〇
〇
円 

一

八
／
二
五 

本
郷
清
掃
事

業
協
力
会
費 

八
八
九
〇
円 

 

富
田 

喜
代
様 

一
―
五
―
一
二(

第
二
班) 

 

二
月

一
日 

 

八
四
歳 

十

 

藤
本 

豊
次
郎
様 

 

一
―
五
―
一
六(

第
八
班) 

 

二
月

 
 

九
六
歳 

二
二
日

 

木
村 

 
 

 

操
様

 

一
―
三
―
七 (

第
一
班) 

 

三
月

八
日 

  

歳 

一

八
六

 

水
上 

一
雄
様 

 
 

一
―
五
―
二(

) 
 

 

第
二
班

三
月

日 
  

八
四
歳 

二
二

 

星
野 

 

治
様 

 

一
―
五
―
一
四
第
二
班) 

 
 

(

五
月

日 
 

 
 

二

八
二
歳

 

西
原 

隆
二
様 

 
 

一
―
六
―
一
四（
第
四
班
） 

 

七
月
一
七
日 

  

七
三
歳 

永
年
に
亘
り
中
町
会
に
ご

尽
力
賜
り
真
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
町
会
員
一
同
衷

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

訃 
 
 
 
 

報 

水野
長方形

水野
長方形

水野
長方形


